










　
東
広
島
市
東
部
の
河
内
町
は
、

1
9
6
0
年
ご
ろ
ま
で
林
業
の
町
と

し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。町
内
を

流
れ
る
椋
梨
川
に
大
規
模
な
貯
木
場

が
あ
り
、大
勢
の
職
人
が
働
い
て
い
た

こ
と
か
ら
、河
内
駅
前
に
は
商
店
が
軒

を
連
ね
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
1
9
6
9
年
に
椋
梨
川
上
流
へ
ダ
ム

（
白
竜
湖
）が
完
成
し
、川
を
利
用
し
て

木
材
を
運
搬
す
る
林
業
は
急
激
に
衰

退
。地
域
の
未
来
を
案
じ
て
、区
長
会
や

女
性
会
、P
T
A
の
役
員
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。〝
太
陽
の
よ
う
に
明
る
い
地

域
〞を
目
指
し
、2
0
0
4
年
に
設
立
さ

れ
た
の
が
「
自
治
組
織
y
o
u
愛

s
u
n
こ
う
ち（
以
下
、y
o
u
愛
）」で

す
。広
報
紙
の
発
行
や
、小
学
生
と
地
域

住
民
の
共
同
運
動
会
な
ど
が
次
々
と
始

動
し
ま
し
た
。

　
y
o
u
愛
は
、行
政
と
連
携
し
て

地
域
課
題
の
解
決
に
当
た
る〝
住
民

自
治
協
議
会
〞と
し
て
も
機
能
し
て
い

ま
す
。2
0
0
5
年
に
東
広
島
市
と

河
内
町
、黒
瀬
町
、福
富
町
、豊
栄
町
、

安
芸
津
町
の
1
市
5
町
が
合
併
し
た

際
に
、き
め
細
か
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
す
る
た
め
、市
内
に
48
の〝
住
民

自
治
協
議
会
〞が
組
織
さ
れ
ま
し
た
。

y
o
u
愛
は
、そ
の
中
で
も
早
く
か
ら

活
動
を
始
め
た
団
体
で
、行
政
と
連

携
し
、地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。

　
y
o
u
愛
の
最
重
要
活
動
は
防
災

で
す
。2
0
1
8
年
の
西
日
本
豪
雨

で
大
規
模
土
砂
災
害
に
見
舞
わ
れ
た

時
は
、メ
ン
バ
ー
が
道
路
の
復
旧
や
避

難
所
の
運
営
に
力
を
発
揮
し
ま
し

た
。そ
れ
以
降
の
防
災
訓
練
で
は
、大

規
模
な
断
水
や
停
電
を
意
識
し
て
、マ

ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
や
、非
常
用

発
電
機
の
操
作
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。ま
た
、防
災
情
報
を
住
民
に

届
け
る
た
め
、一
斉
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
を

整
備
し
ま
し
た
。
登
録
者
数
は
約

6
5
0
人
と
、ほ
ぼ
全
世
帯
へ
メ
ー
ル

が
届
く
状
況
で
す
。副
会
長
で
安
全

対
策
部
長
の
木
原
善
行
さ
ん
は「
災

害
時
に
は
い
ち
早
く
、避
難
所
の
開
設

状
況
な
ど
を
配
信
で
き
ま
す
。平
時

は
、イ
ベ
ン
ト
案
内
や
お
く
や
み
情
報

な
ど
の
共
有
に
も
活
用
中
で
す
」と
説

明
し
ま
す
。

　
住
民
の
交
流
促
進
に
向
け
て
は
、

月
10
回
程
度「
サ
ロ
ン
友
遊
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。手
話
、手
芸
、卓
球
な

56 ひろしまの国保 No. 830 ひろしまの国保 No. 830

ど
に
、予
約
不
要
で
気
軽
に
参
加
で

き
る
の
が
特
徴
で
す
。「
高
齢
者
や
子

育
て
世
代
な
ど
が
集
ま
り
、い
つ
も
笑

い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。開
始
か
ら
8

年
で
、世
代
を
超
え
た
仲
間
づ
く
り

の
場
に
な
り
ま
し
た
」と
事
務
局
長
・

文
化
教
育
部
長
の
内
貴
徹
さ
ん
は
話

し
ま
す
。

　
河
内
の
夏
の
風
物
詩「
リ
バ
ー
サ
イ

ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」は
、1
9
9
0
年

に
商
工
会
が
始
め
た
企
画
を
、y
o
u

愛
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。椋
梨
川
で
の

鮎
の
つ
か
み
取
り
や
水
遊
び
を
目
当
て

に
、多
い
年
は
4,
0
0
0
人
が
来
場

す
る
ほ
ど
の
人
気
イ
ベ
ン
ト
で
す
。副

会
長・体
育
健
康
部
長
の
西
山
雅
仁
さ

ん
は
、長
年
運
営
に
関
わ
る
メ
ン
バ
ー
。

「
区
長
や
消
防
団
、中
学
生
な
ど
、住

民
の
協
力
な
し
に
は
実
施
で
き
ま
せ

ん
。準
備
か
ら
当
日
ま
で
苦
労
は
あ
り

ま
す
が
、達
成
感
は
大
き
い
」と
語
り

ま
す
。

　
地
元
の
魅
力
を
発
信
す
る
活
動
も

推
進
し
て
い
ま
す
。2
0
2
3
年
に

は
、篁
山
竹
林
寺
登
山
道
の
ル
ー
ト

マ
ッ
プ
を
河
内
駅
に
掲
示
し
ま
し
た
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情

報
発
信
を
行
い
、新
緑
が
美
し
い
杉
森

神
社
や
国
重
要
文
化
財
の
竹
林
寺
な

ど
、登
山
道
沿
い
の
名
所
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
y
o
u
愛
の
事
務
局
は
、
河
内
地

域
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。
毎
日
の
よ

う
に
顔
を
出
し
、
日
常
的
な
業
務
を

担
っ
て
い
る
の
は
、
内
貴
さ
ん
と
木
原

さ
ん
。
2
人
は
共
に
県
外
出
身
な
が

ら
、
定
年
後
に
イ
ベ
ン
ト
へ
参
加
し
た

の
が
縁
で
活
動
を
手
伝
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。「
y
o
u
愛
の
お
か
げ
で
、

知
り
合
い
が
増
え
た
」「
地
域
に
貢
献

で
き
、
や
り
が
い
を
感
じ
る
」
と
朗
ら

か
に
話
し
ま
す
。

　
今
後
の
課
題
は
、
活
動
を
支
え
る
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足
で
す
。
50
代
の
西
山
さ

ん
は
、
人
材
確
保
の
打
開
策
を
前
向

き
に
検
討
し
て
い
ま
す
。「
私
は

y
o
u
愛
が
楽
し
い
か
ら
、
18
年
も

関
わ
り
続
け
て
い
ま
す
。
地
域
の
人
に

こ
の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
新
し
い

参
加
者
が
増
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

肩
が
凝
る
よ
う
な
場
で
は
な
く
、
町

内
の
飲
食
店
で
に
ぎ
や
か
な
交
流
会

を
開
き
た
い
で
す
ね
」

　〝
や
ら
さ
れ
る
〞
の
で
は
な
く
、〝
自

分
ご
と
〞
と
し
て
イ
キ
イ
キ
と
取
り

組
む
y
o
u
愛
の
皆
さ
ん
。
着
実
に

前
向
き
な
循
環
を
生
み
出
し
、
温
か

な
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
ま
す
。

川遊びを満喫できる「リバーサイドフェスティバル」
（2023年の様子）

月刊の広報紙。you愛と河内地域センターが
協力して発行し、全戸に配布している

年齢も経歴もさまざまながら、メンバーはいつも和気あいあい

「サロン友遊」で手話を練習

卓球教室は河内地域センターが企画

防災訓練でマンホールトイレを設置

「豪雨災害の教訓を生かしたい」と
安全対策部長の木原さん

「地域とつながるきっかけにしたい」と
事務局長の内貴さん

「活気を呼び込む企画として続けて
いきたい」と体育健康部長の西山さん

篁山竹林寺の展望台からの絶景。広島空港も見える

リーフレットは
河内高校の協力で完成

林
業
で
栄
え
た
町
に
活
気
を

広島わがまち協育隊特集

楽
し
い
か
ら
仲
間
が
集
ま
る

む
く
な
し
が
わ

ゆ
う
ゆ
う

た
か
む
ら
や
ま
ち
く
り
ん
じ

防
災
を
中
心
に
多
彩
な
活
動
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三次市立田幸小学校1年折口 結音 さん

私はお肉が大好きで苦手な野菜があります。お母さんが
お肉も野菜もバランスよく食べると体のためにいいよと
教えてくれました。おいしく楽しく見えるように、私も野菜
も文字もカラフルで笑顔にしました。

おりぐち ゆいね

78 ひろしまの国保 No. 830 ひろしまの国保 No. 830

令和7年度健康づくりポスター選考委員会
令和7年9月16日（火）【国保会館】

健康への思いを描いた力作並ぶ
　本会では、学齢期から健康の尊さを知り、健康を意識したライフスタイルを確立す
るきっかけとしてもらうことを目的に、平成11年度から県内の小学生および中学生を
対象に健康づくりポスターを募集しています。
　今年度は小学生の部39校600点、中学生の部28校689点、合計1,289点が集まり、9
月16日（火）に行った選考委員会において54点の入賞作品を決定しましたので、最優
秀賞・選考委員特別賞・優秀賞の作品と、優良賞を受賞された方々を紹介します。

福山市立樹徳小学校3年鈴木 彩心 さん

私は、「今日の朝ごはんのメニューは何だろう」と楽しみ
な気持ちで起きます。家族と一緒に朝ごはんをつくった
り、じゅんびを手伝うことも楽しいです。一日を元気にス
タートできるようにこの絵をかきました。

すずき あこ

小学生低学年の部

小学生中学年の部

廿日市市立佐方小学校5年関永 郁人 さん

三色栄養素の働きを、ぼくの好きなバレーボールのポジ
ションの働きと合わせたら分かりやすく伝えられると思い、
緑は守りの要「レシーブ力」、赤はゲームをつくる「セッター
力」、黄は力強い「スパイク力」と名付けました。

せきなが いくと

広島大学附属三原中学校3年渡邊  結心 さん

スマホを見る時、自分は楽でも首に大きな負担がかかって
いることの危険性を伝えたいという思いをこめました。
ペットボトルが首にのっている様子を描き、背景を黒にし
て、よりインパクトのあるポスターにしました。

わたなべ ゆいみ

広島市立大塚中学校2年河越 彗衣 さん

かわごえ すい

広島市立大塚中学校1年河野 心春 さん

かわの こはる

中学生の部 小学生高学年の部

国保連合会事業報告①

最優秀賞

1,289点
応募総数

子どもたちの健康に対する
考え方が多様化していて、学

年ごとに表現の違いが見られた点が印象的
でした。

広島県医師会常任理事
土谷 治子 氏

小学生の部では、表現に工夫
を凝らした作品が多く、驚かさ

れました。制作を通して、健康の大切さを考え
る良い機会になっていると感じました。

広島県教育委員会事務局
義務教育指導課指導主事

住田 佳子 氏

中学生の部では、線や色を丁
寧に描き込んだ作品が多かっ

たです。時代や状況に応じて子どもたちのメッ
セージが変化していることを実感しました。

広島県立教育センター
企画部指導主事

神原 菜穂子 氏

ポスターづくりを通して健康へ
の意識を高め、その大切さを

周囲にも伝えたいという思いが表れた作品が
多く見られました。

広島県健康福祉局
健康づくり推進課主査

出原 孝枝 氏

食事や運動に限らず、睡眠や
ストレス軽減をテーマにした

作品も多く、メッセージがまっすぐに伝わって
くる点が素晴らしかったです。

広島県市町村
保健活動協議会理事

岩﨑 真実 氏

運動・休養・栄養・予防をバラ
ンスよく取り入れた作品が多

く、健康をいろいろな角度から考えている様子
が伝わりました。

広島県国民健康保険団体
連合会事務局長

岡 謙二

選
考
委
員
よ
り

［選考委員会 座長］

入賞作品発表

選考委員特別賞

最優秀賞
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国保連合会事業報告①
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三次市立みらさか小学校2年
瀧口 里帆 さん

たきぐち りほ

広島市立矢賀小学校3年
池田 廣斗 さん

いけだ ひろと

廿日市市立佐方小学校5年
石田 理菜 さん

いしだ りな

大崎上島町立東野小学校2年
長谷川 陽織 さん

はせがわ ひおり

広島市立中筋小学校4年
藤村 夏帆 さん

ふじむら かほ

呉市立川尻小学校6年
白井 笑舞 さん

しらい えま

福山市立樹徳小学校2年
増成 栞凪 さん

ますなり かんな

広島市立矢賀小学校4年
定本 椛乃 さん

さだもと かの

廿日市市立佐方小学校6年
加藤 綾華 さん

かとう あやか

広島市立中筋小学校3年
吉岡 杏 さん
よしおか あん

呉市立昭和北小学校1年
今田 崇太 さん
いまだ そうた

廿日市市立佐方小学校5年
幟 結斗 さん
のぼり ゆいと

広島市立矢賀小学校1年
若槻 凪 さん
わかつき なぎ

廿日市市立佐方小学校6年
斧田 柚咲 さん
おのだ ゆずき

広島市立中筋小学校6年
中島 大地 さん
なかしま だいち

安芸高田市立八千代小学校3年
川原 遥太 さん
かわはら はるた

廿日市市立佐方小学校4年
中村 咲菜 さん
なかむら さな

福山市立福相小学校2年
甲斐 栞理 さん
かい しおり

呉市立川尻小学校6年
森本 小春 さん
もりもと こはる

廿日市市立佐方小学校6年
河野 結 さん
こうの ゆい

広島市立大河小学校1年
林 己太郎 さん
はやし こたろう

広島市立宇品東小学校1年
大谷 文乃 さん
おおたに あやの

広島市立中筋小学校3年
山本 蒼 さん
やまもと そう

三次市立八幡小学校4年
黒瀬 和敏 さん
くろせ かずとし

尾道市立尾道みなと中学校2年
服部 心優 さん
はっとり みゆ

広島県立三次中学校2年
横川 恵菜 さん
よこがわ えな

三原市立第四中学校3年
加藤 優奈 さん
かとう ゆうな

広島市立大塚中学校1年
洲濱 沓子 さん
すはま とうこ

広島市立大塚中学校1年
秦 美裕 さん
はた みゆう

福山市立城東中学校3年
羽原 歩希 さん
はばら ほの

広島県立三次中学校2年
森岡 篤史 さん
もりおか あつし

広島市立瀬野川中学校2年
小川 敬史 さん
おがわ たかし

広島県立三次中学校3年
児玉 実来 さん
こだま みく

広島県立三次中学校3年
八谷 紫乃 さん
やたがい しの

広島市立大塚中学校1年
板橋 由衣 さん
いたばし ゆい

広島市立瀬野川中学校2年
打田 智穂 さん
うちだ ちほ

広島市立大塚中学校1年
冨永 つきの さん
とみなが

安芸高田市立美土里中学校3年
玉利 羽蘭 さん
たまり うらん

福山市立新市中央中学校1年
桑田 紗希 さん
くわだ さき

福山市立新市中央中学校1年
藤原 橙芭 さん

ふじわら ゆずは

呉市立和庄中学校1年
青野 百芳 さん

あおの ももか

広島市立大塚中学校1年
滝下 葵 さん

たきした あおい

広島市立大塚中学校2年
竹岡 瑞稀 さん

たけおか みずき

広島市立大塚中学校2年
上村 渚 さん

うえむら なぎさ

広島市立大塚中学校2年
増田 杏 さん

ますだ あんず

三原市立第一中学校3年
椿 彩音 さん

つばき あやね

竹原市立賀茂川中学校3年
山中 亜美 さん

やまなか つぐみ

広島市立瀬野川東中学校3年
前 希実 さん

まえ のぞみ

中学生の部 優秀賞優秀賞

優良賞優良賞

小学生の部

低学年

中学年

高学年
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「
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の

確
実
な
確
保
」な
ど
を
求
め
る
12
項
目
を
決
議

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

令
和
7
年
11
月
14
日（
金
）砂
防
会
館

保健事業課からのお知らせ

　
東
京
・
砂
防
会
館
に
お
い
て
、全
国
の

市
町
村
長
を
は
じ
め
と
し
た
国
保
関
係

者
の
参
集
の
も
と
、国
民
健
康
保
険
が

直
面
す
る
諸
問
題
の
改
善
を
目
指
し
た

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
当
た
り
、国
民
健
康
保
険
中

央
会
会
長
の
大
西
秀
人
大
会
会
長（
香

川
県
高
松
市
長
）が
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、国
保
制
度
の
安
定
的
な
運
営
に

向
け
た
公
費
の
投
入
や
医
療
提
供
体
制

等
の
確
保
の
た
め
の
支
援
を
強
く
求
め

る
な
ど
、決
議
事
項
の
実
現
を
訴
え
ら

れ
た
後
、大
会
宣
言
、来
賓
あ
い
さ
つ
や

祝
電
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
お
い
て
は
、全
国
町
村
会
代

表
の
美
浦
喜
明
福
岡
県
水
巻
町
長
が
12

項
目
の
決
議
文
を
読
み
上
げ
、満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
、閉
幕
し
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
、国
会
、政
党
及
び
政

府
関
係
者
へ
の
代
表
陳
情
を
行
い
、広
島

県
か
ら
は
、本
会
理
事
で
あ
る
奥
田
正
和

世
羅
町
長
と
本
会
の
守
田
常
務
理
事
が

中
央
会
関
係
者
と
と
も
に
議
員
会
館
を

訪
れ
、立
憲
民
主
党
の
大
島
敦
企
業
・
団

体
交
流
委
員
長
、小
山
展
弘
委
員
長
代

行
を
は
じ
め
と
す
る
衆
議
院
・
参
議
院
の

各
議
員
と
面
会
し
、大
会
決
議
の
早
期

実
現
に
向
け
、陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、広
島
県
選
出
国
会
議
員
17
名

に
対
し
て
、本
会
理
事
の
箕
野
博
司
北

広
島
町
長
、入
江
嘉
則
神
石
高
原
町
長

を
先
頭
に
、広
島
県
の
国
保
の
現
状
報

告
と
併
せ
て
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

全国の国保関係者の参集のもと、
国保制度改善強化全国大会が開催されました

広島県選出国会議員への陳情を行い、
福田玄衆議院議員（左）と面会した
箕野北広島町長（中心）、岡事務局長（右）

令和7年10月に県内各保険者から報告された令和6年度の特定健診受診率は、次のとおりです。

広島県国保 令和6年度特定健診受診率の状況

※県内26保険者から国保連合会に報告された実施状況の集計を用いており、国から公表される数値とは異なる場合があります。

特定健診受診率（保険者別）

性別・年齢階層別の受診率（市町国保）

　県全体を合計した特定健診受診率は34.0％で、令和5

年度に比べ1.0ポイント増加しています。

　最も高いのは歯科医師国保組合の69.4％です。

　市町国保の受診率は33.2％で、令和5年度に比べ1.1ポ

イント増加しています。最も高いのは安芸太田町の

52.4％で、次いで庄原市の51.7％になります。

　また、令和5年度と比較して、県全体で受診率の伸びが

最も高かったのは、北広島町の4.5ポイントです。

特定健診受診率（保険者別）

　市町国保の特定健診受診率について、性別で見ると

男性は30.6％、女性は35.3％で、令和5年度に比べ、男

性は0.9ポイント、女性は1.1ポイント増加しています。

　性別・年齢階層別に見ると、最も高いのは、65～69

歳の女性の40.5％で、最も低いのは40～44歳の男性

の15.7％となっています。年齢が若いほど受診率が低

く、どの年齢層においても、女性の受診率が男性より高

い傾向にあります。

性別・年齢階層別の受診率（市町国保）

　広島県の受診率は、保険者により増減のバ
ラツキがあるものの全体としては増加傾向
にありますが、市町国保については、依然、全
国的に低い状況（令和5年度都道府県順位44
位）にあり、受診率の更なる増加に向けた取
り組みが必要と考えられます。

広 島 市
呉 市
竹 原 市
三 原 市
尾 道 市
福 山 市
府 中 市
三 次 市
庄 原 市
大 竹 市
東 広 島 市
廿 日 市 市
安 芸 高 田 市
江 田 島 市
府 中 町
海 田 町
熊 野 町
坂 町
安 芸 太 田 町
北 広 島 町
大 崎 上 島 町
世 羅 町
神 石 高 原 町
市 町 計
歯科医師国保組合
医 師 国 保 組 合
建 設 国 保 組 合
国 保 組 合 計
合 計

29.1%
28.2%
39.7%
30.4%
35.3%
27.9%
37.6%
41.3%
52.2%
37.7%
36.2%
40.7%
46.2%
33.3%
43.6%
38.7%
32.5%
32.8%
53.7%
43.3%
31.4%
40.9%
50.9%
32.1%
67.5%
31.1%
47.1%
46.8%
33.0%

29.9%
30.4%
40.0%
32.0%
37.3%
29.1%
37.3%
42.5%
51.7%
37.6%
39.0%
40.1%
46.7%
32.5%
43.1%
40.4%
32.3%
36.9%
52.4%
47.8%
33.6%
42.5%
49.3%
33.2%
69.4%
28.3%
46.0%
46.0%
34.0%

0.8
2.2
0.3
1.6
2.0
1.2

▲0.3
1.2

▲0.5
▲0.1
2.8

▲0.6
0.5

▲0.8
▲0.5
1.7

▲0.2
4.1

▲1.3
4.5
2.2
1.6

▲1.6
1.1
1.9

▲2.8
▲1.1
▲0.8
1.0

保険者名 令和5年度 令和6年度 増減

参考

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 男性合計

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 女性合計

40.0%

30.0%

20.0%

10.0%

0%

40.0%

30.0%

20.0%

10.0%

0%

15.1 16.7 16.6 17.7 19.2
25.7

36.6 37.0
29.7 30.6

38.737.7

27.2
19.917.515.7

21.0 22.0 23.822.2

33.0 34.2 35.3
38.2 39.539.1 40.5

34.0

25.2 26.6
20.4 21.2

男性

女性

令和5年度
令和6年度

令和5年度
令和6年度

国会議員会館へ代表陳情を
行い、大島敦企業・団体交流
委員長（左から4人目）、小
山展弘委員長代行（左から
5人目）、衆議院の福田昭
夫、松木けんこう、大西健
介、青柳陽一郎、佐藤公治、
森山浩行、早稲田ゆき、酒井
なつみ、阿部祐美子各議員、
参議院の岸真紀子、鬼木誠
両議員と面会した奥田世羅
町長（左から3人目）

広島県選出国会議員への
陳情を行い、衆議院の空
本誠喜、東克哉両議員、参
議院の三上えり、森本真
治両議員と面会した入江
神石高原町長

・
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

・
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の
確
保
を
確
実
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
が
有
効
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
、適
切
な
評
価
と
財
政
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

・
普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体
間
の
所
得
調
整
機
能
を
今

後
も
堅
持
す
る
と
と
も
に
、生
活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の

加
入
の
議
論
に
つ
い
て
は
、見
直
し
を
行
わ
ず
国
と
し
て
の
責

任
を
果
た
す
こ
と
。

・
高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て
は
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

役
割
や
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
等
を
勘
案
し
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、現
場
で
混
乱
が
生

じ
な
い
よ
う
、国
の
責
任
に
お
い
て
丁
寧
か
つ
十
分
な
対
応
を

講
じ
る
こ
と
。

・
医
療
・
保
健
・
介
護
人
材
の
確
保
や
地
域
偏
在
の
解
消
の
た
め

の
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、医
療
保
険
者
等

の
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

物
価
高
や
賃
上
げ
等
の
社
会
経
済
情
勢
も
踏
ま
え
、公
立
病

院
等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、十
分
な
支
援
策
を

講
じ
る
こ
と
。

・
医
療
費
助
成
に
係
る
地
方
単
独
事
業
の
国
庫
負
担
減
額
調
整

措
置
を
す
べ
て
廃
止
す
る
と
と
も
に
、こ
ど
も
の
医
療
費
助
成

に
係
る
全
国
一
律
の
制
度
の
創
設
及
び
こ
ど
も
に
係
る
均
等
割

保
険
料（
税
）の
軽
減
制
度
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
に
つ
い
て
は
、国
の
責
任
に
お
い

て
、国
民
の
理
解
が
十
分
得
ら
れ
る
よ
う
分
か
り
や
す
く
丁
寧

な
周
知
、広
報
等
を
行
う
と
と
も
に
、国
保
の
運
営
に
支
障
を

及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
必
要
な
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ

る
こ
と
。

・
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
は
、国
保
運
営
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

そ
の
開
発
や
運
用
に
当
た
っ
て
は
、市
町
村
等
保
険
者
に
追
加

的
な
財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、国
の
責
任
に
お
い
て
必
要

な
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。

・
国
保
連
合
会
が
地
方
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
業
務

支
援
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、財
政
支
援
を
含
め
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

・
医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、地
方
の
意
見
を
十
分

に
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、健
康
保
持
・
増
進
並
び
に
医
療
費
及
び

介
護
給
付
の
適
正
化
に
向
け
、Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
や
、介
護
情
報

基
盤
の
構
築
等
に
係
る
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は
、国
の
責
任
に
お
い
て
、そ
の
利
用

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、被
保
険
者
や
医
療
機
関
等
に
混
乱
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
周
知
・
広
報
を
行
う
こ
と
。

・
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
。

【
大
会
決
議
】
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「
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の

確
実
な
確
保
」な
ど
を
求
め
る
12
項
目
を
決
議

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会

令
和
7
年
11
月
14
日（
金
）砂
防
会
館

保健事業課からのお知らせ

　
東
京
・
砂
防
会
館
に
お
い
て
、全
国
の

市
町
村
長
を
は
じ
め
と
し
た
国
保
関
係

者
の
参
集
の
も
と
、国
民
健
康
保
険
が

直
面
す
る
諸
問
題
の
改
善
を
目
指
し
た

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
当
た
り
、国
民
健
康
保
険
中

央
会
会
長
の
大
西
秀
人
大
会
会
長（
香

川
県
高
松
市
長
）が
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

立
ち
、国
保
制
度
の
安
定
的
な
運
営
に

向
け
た
公
費
の
投
入
や
医
療
提
供
体
制

等
の
確
保
の
た
め
の
支
援
を
強
く
求
め

る
な
ど
、決
議
事
項
の
実
現
を
訴
え
ら

れ
た
後
、大
会
宣
言
、来
賓
あ
い
さ
つ
や

祝
電
披
露
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
議
事
に
お
い
て
は
、全
国
町
村
会
代

表
の
美
浦
喜
明
福
岡
県
水
巻
町
長
が
12

項
目
の
決
議
文
を
読
み
上
げ
、満
場
一

致
で
採
択
さ
れ
、閉
幕
し
ま
し
た
。

　
大
会
終
了
後
は
、国
会
、政
党
及
び
政

府
関
係
者
へ
の
代
表
陳
情
を
行
い
、広
島

県
か
ら
は
、本
会
理
事
で
あ
る
奥
田
正
和

世
羅
町
長
と
本
会
の
守
田
常
務
理
事
が

中
央
会
関
係
者
と
と
も
に
議
員
会
館
を

訪
れ
、立
憲
民
主
党
の
大
島
敦
企
業
・
団

体
交
流
委
員
長
、小
山
展
弘
委
員
長
代

行
を
は
じ
め
と
す
る
衆
議
院
・
参
議
院
の

各
議
員
と
面
会
し
、大
会
決
議
の
早
期

実
現
に
向
け
、陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、広
島
県
選
出
国
会
議
員
17
名

に
対
し
て
、本
会
理
事
の
箕
野
博
司
北

広
島
町
長
、入
江
嘉
則
神
石
高
原
町
長

を
先
頭
に
、広
島
県
の
国
保
の
現
状
報

告
と
併
せ
て
陳
情
を
行
い
ま
し
た
。

全国の国保関係者の参集のもと、
国保制度改善強化全国大会が開催されました

広島県選出国会議員への陳情を行い、
福田玄衆議院議員（左）と面会した
箕野北広島町長（中心）、岡事務局長（右）

令和7年10月に県内各保険者から報告された令和6年度の特定健診受診率は、次のとおりです。

広島県国保 令和6年度特定健診受診率の状況

※県内26保険者から国保連合会に報告された実施状況の集計を用いており、国から公表される数値とは異なる場合があります。

特定健診受診率（保険者別）

性別・年齢階層別の受診率（市町国保）

　県全体を合計した特定健診受診率は34.0％で、令和5

年度に比べ1.0ポイント増加しています。

　最も高いのは歯科医師国保組合の69.4％です。

　市町国保の受診率は33.2％で、令和5年度に比べ1.1ポ

イント増加しています。最も高いのは安芸太田町の

52.4％で、次いで庄原市の51.7％になります。

　また、令和5年度と比較して、県全体で受診率の伸びが

最も高かったのは、北広島町の4.5ポイントです。

特定健診受診率（保険者別）

　市町国保の特定健診受診率について、性別で見ると

男性は30.6％、女性は35.3％で、令和5年度に比べ、男

性は0.9ポイント、女性は1.1ポイント増加しています。

　性別・年齢階層別に見ると、最も高いのは、65～69

歳の女性の40.5％で、最も低いのは40～44歳の男性

の15.7％となっています。年齢が若いほど受診率が低

く、どの年齢層においても、女性の受診率が男性より高

い傾向にあります。

性別・年齢階層別の受診率（市町国保）

　広島県の受診率は、保険者により増減のバ
ラツキがあるものの全体としては増加傾向
にありますが、市町国保については、依然、全
国的に低い状況（令和5年度都道府県順位44
位）にあり、受診率の更なる増加に向けた取
り組みが必要と考えられます。

広 島 市
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三 原 市
尾 道 市
福 山 市
府 中 市
三 次 市
庄 原 市
大 竹 市
東 広 島 市
廿 日 市 市
安 芸 高 田 市
江 田 島 市
府 中 町
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坂 町
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神 石 高 原 町
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40.9%
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33.0%

29.9%
30.4%
40.0%
32.0%
37.3%
29.1%
37.3%
42.5%
51.7%
37.6%
39.0%
40.1%
46.7%
32.5%
43.1%
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4.5
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▲2.8
▲1.1
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1.0

保険者名 令和5年度 令和6年度 増減

参考

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 男性合計

40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 女性合計

40.0%

30.0%

20.0%

10.0%

0%

40.0%

30.0%

20.0%

10.0%

0%

15.1 16.7 16.6 17.7 19.2
25.7

36.6 37.0
29.7 30.6

38.737.7

27.2
19.917.515.7

21.0 22.0 23.822.2

33.0 34.2 35.3
38.2 39.539.1 40.5

34.0

25.2 26.6
20.4 21.2

男性

女性

令和5年度
令和6年度

令和5年度
令和6年度

国会議員会館へ代表陳情を
行い、大島敦企業・団体交流
委員長（左から4人目）、小
山展弘委員長代行（左から
5人目）、衆議院の福田昭
夫、松木けんこう、大西健
介、青柳陽一郎、佐藤公治、
森山浩行、早稲田ゆき、酒井
なつみ、阿部祐美子各議員、
参議院の岸真紀子、鬼木誠
両議員と面会した奥田世羅
町長（左から3人目）

広島県選出国会議員への
陳情を行い、衆議院の空
本誠喜、東克哉両議員、参
議院の三上えり、森本真
治両議員と面会した入江
神石高原町長

・
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

・
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の
確
保
を
確
実
に

実
施
す
る
と
と
も
に
、保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
が
有
効
に
活
用

さ
れ
る
よ
う
、適
切
な
評
価
と
財
政
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

・
普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体
間
の
所
得
調
整
機
能
を
今

後
も
堅
持
す
る
と
と
も
に
、生
活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の

加
入
の
議
論
に
つ
い
て
は
、見
直
し
を
行
わ
ず
国
と
し
て
の
責

任
を
果
た
す
こ
と
。

・
高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て
は
、セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の

役
割
や
保
険
制
度
の
持
続
可
能
性
等
を
勘
案
し
て
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、そ
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、現
場
で
混
乱
が
生

じ
な
い
よ
う
、国
の
責
任
に
お
い
て
丁
寧
か
つ
十
分
な
対
応
を

講
じ
る
こ
と
。

・
医
療
・
保
健
・
介
護
人
材
の
確
保
や
地
域
偏
在
の
解
消
の
た
め

の
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
に
当
た
っ
て
は
、医
療
保
険
者
等

の
運
営
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

物
価
高
や
賃
上
げ
等
の
社
会
経
済
情
勢
も
踏
ま
え
、公
立
病

院
等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、十
分
な
支
援
策
を

講
じ
る
こ
と
。

・
医
療
費
助
成
に
係
る
地
方
単
独
事
業
の
国
庫
負
担
減
額
調
整

措
置
を
す
べ
て
廃
止
す
る
と
と
も
に
、こ
ど
も
の
医
療
費
助
成

に
係
る
全
国
一
律
の
制
度
の
創
設
及
び
こ
ど
も
に
係
る
均
等
割

保
険
料（
税
）の
軽
減
制
度
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
に
つ
い
て
は
、国
の
責
任
に
お
い

て
、国
民
の
理
解
が
十
分
得
ら
れ
る
よ
う
分
か
り
や
す
く
丁
寧

な
周
知
、広
報
等
を
行
う
と
と
も
に
、国
保
の
運
営
に
支
障
を

及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
必
要
な
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ

る
こ
と
。

・
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
は
、国
保
運
営
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、

そ
の
開
発
や
運
用
に
当
た
っ
て
は
、市
町
村
等
保
険
者
に
追
加

的
な
財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、国
の
責
任
に
お
い
て
必
要

な
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。

・
国
保
連
合
会
が
地
方
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
業
務

支
援
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、財
政
支
援
を
含
め
必

要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

・
医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、地
方
の
意
見
を
十
分

に
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、健
康
保
持
・
増
進
並
び
に
医
療
費
及
び

介
護
給
付
の
適
正
化
に
向
け
、Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
や
、介
護
情
報

基
盤
の
構
築
等
に
係
る
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

・
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て
は
、国
の
責
任
に
お
い
て
、そ
の
利
用

促
進
を
図
る
と
と
も
に
、被
保
険
者
や
医
療
機
関
等
に
混
乱
が

生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
周
知
・
広
報
を
行
う
こ
と
。

・
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
。

【
大
会
決
議
】



痛み・
しびれ

1998年広島大学医学部卒業。医
学博士。専門は脊椎・脊髄外科、骨
粗鬆症。日本整形外科学会 専門医・
指導医・脊椎脊髄病医、日本脊椎
脊髄病学会 認定指導医など。

1998年広島大学医学部卒業。医
学博士。専門は脊椎・脊髄外科、骨
粗鬆症。日本整形外科学会 専門医・
指導医・脊椎脊髄病医、日本脊椎
脊髄病学会 認定指導医など。

歩くと脚がしびれたり痛みが出たりする「腰部脊柱管狭窄症」。
今回は中国労災病院の濱﨑貴彦さんに、病気の原因や症状の
特徴、治療・予防のポイントを伺いました。

神
経
圧
迫
で
起
こ
る
脚
の
痛
み

　
腰
の
背
骨
の
中
に
あ
る
神

経
の
通
り
道（
脊
柱
管
）が
狭

く
な
り
、神
経
が
慢
性
的
に
圧
迫
さ
れ

て
起
こ
る
病
気
で
す
。主
な
初
期
症
状

は
、脚
の
し
び
れ
や
痛
み
が
現
れ
、歩

行
が
難
し
く
な
る
こ
と
で
す
。進
行
す

る
と
排
尿
障
害
を
伴
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
病
気
は
、時
と
と
も
に
症
状
が

濱﨑 貴彦さん

　特
徴
的
な
の
は「
間
欠
跛
行

（
か
ん
け
つ
は
こ
う
）」と
い
っ

て
、歩
く
と
脚
が
し
び
れ
た
り
痛
く
な
っ

た
り
し
ま
す
が
、少
し
休
む
と
楽
に
な
る

と
い
う
症
状
で
す
。前
か
が
み
に
な
る
と

症
状
が
軽
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。日

常
生
活
で
は
、「
買
い
物
カ
ー
ト
を
押
し

て
い
る
と
歩
き
や
す
い
」「
台
所
で
の
作

業
は
ま
っ
す
ぐ
立
っ
て
い
る
と
つ
ら
い
の

で
、肘
を
つ
い
て
前
か
が
み
で
炊
事
を
し

て
い
る
」な
ど
の
形
で
現
れ
ま
す
。

　排
尿
に
変
化（
尿
が
出
に
く
い
・
尿

漏
れ
な
ど
）が
あ
る
場
合
は
、神
経
へ
の

ダ
メ
ー
ジ
が
進
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
出
た

と
き
に
は
、で
き
る
だ
け
早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

診
断
や
治
療
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
ま
す
か
？

　
大
切
な
の
は
、腰
に
負
担
を

か
け
な
い
体
の
使
い
方
を
心

が
け
る
こ
と
で
す
。重
い
荷
物
を
持
つ

と
き
は
腕
の
力
だ
け
で
な
く
、で
き
る

だ
け
体
を
物
に
近
づ
け
、膝
を
曲
げ
て

持
ち
上
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。座

る
と
き
に
は
坐
骨
を
座
面
に
対
し
て

立
て
る
よ
う
に
意
識
し
、お
な
か
に
軽

く
力
を
入
れ
、骨
盤
に
重
心
を
落
と
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
い
有
酸
素
運
動（
歩
行
）や
ス
ト

レ
ッ
チ
を
継
続
す
る
の
も
効
果
的
で

す
。体
を
動
か
す
こ
と
で
血
行
を
促
進

し
、し
び
れ
の
軽
減
や
回
復
を
助
け
る

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

1314 ひろしまの国保 No. 830 ひろしまの国保 No. 830

中国労災病院
整形外科部長 脊椎・脊髄外科部長

症
状
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

第3回 腰部脊柱菅狭窄症

脊
椎

神経が通る
トンネル構造

頚椎

胸椎

腰椎

仙骨

尾骨

脊柱管

歩く しばらく
すると…

前かがみに
なると…

物を持ち上げるときは
ひざを曲げて体を物に近づける

歩き
始めると…

おさまる

少
し
ず
つ
進
行
し
て
い
く
変
性
疾
患

で
、急
に
起
こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。よ
く
比
較
さ
れ
る
椎
間
板
ヘ
ル
ニ

ア
は
、椎
間
板
が
飛
び
出
し
て
神
経
を

〝
急
に
〞
圧
迫
す
る
こ
と
で
症
状
が

出
る
の
に
対
し
、腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症

は
時
間
を
か
け
て
進
む
点
が
大
き
く

異
な
り
ま
す
。

　
国
内
で
は
推
定
で
約
5
8
0
万
人

が
こ
の
病
気
を
抱
え
て
お
り
、有
病
率

は
約
10
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。高
齢
者

に
多
く
、高
齢
化
に
伴
っ
て
患
者
数
が

増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

「
買
い
物
に
自
分
で
行
き
た
い
」「
家
事

や
山
歩
き
が
で
き
な
く
な
っ
た
」な
ど
、

患
者
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り

た
い
の
か
、何
に
悩
ん
で
い
る
の
か
を

把
握
し
ま
す
。続
い
て
、「
ど
の
く
ら
い

歩
け
る
か
」「
前
か
が
み
で
楽
か
」と
い
っ

た
動
作
を
確
認
し
、間
欠
跛
行
の
有
無

予
防
の
た
め
に
、

日
常
生
活
で
で
き
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

　
ま
た
、体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
禁

煙
に
も
努
め
ま
し
ょ
う
。体
重
が
増
え

る
と
腰
に
か
か
る
負
担
が
大
き
く
な

り
、喫
煙
は
血
流
を
悪
く
し
て
神
経
の

回
復
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
は
、正
し
い
知

識
と
生
活
の
工
夫
で
十
分
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
病
気
で
す
。不
安
を
抱

え
込
ま
ず
に
、早
め
に
専
門
医
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
は

ど
の
よ
う
な

病
気
で
す
か
？

間欠跛行
かんけつ は こう

を
調
べ
ま
す
。

　
次
に
身
体
所
見
を
行
い
、筋
力
や
知

覚
、反
射
、排
尿
の
状
態
な
ど
を
確
認
し

ま
す
。続
い
て
画
像
検
査
に
進
み
、レ
ン

ト
ゲ
ン（
X
線
）で
骨
の
並
び
や
変
形
を

確
認
し
、必
要
に
応
じ
て
C
T
や
M
R
I

を
追
加
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
治
療
方
針

を
決
定
す
る
場
合
が
多
く
、腰
部
脊
柱

管
狭
窄
症
は
、経
過
を
見
な
が
ら
治
療

を
進
め
る
こ
と
が
基
本
で
す
。ま
ず
薬

物
療
法
や
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
保
存

的
治
療
を
行
い
、改
善
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
際
、患
者
さ
ん
の
具
体
的
な
生
活

の
ゴ
ー
ル
を
重
視
し
、医
師
と
共
有
し

て
治
療
の
評
価
軸
と
し
ま
す
。手
術
の

判
断
も
、患
者
さ
ん
の
事
情
に
合
わ
せ

て
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

　
診
断
は
、ま
ず
問
診
か
ら
始

め
ま
す
。痛
み
の
強
さ
や
出
始

め
た
時
期
だ
け
で
な
く
、日
常
生
活
や

仕
事
な
ど
の
生
活
背
景
を
丁
寧
に
伺
い

ま
す
。例
え
ば「
畑
仕
事
を
続
け
た
い
」
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神
経
圧
迫
で
起
こ
る
脚
の
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腰
の
背
骨
の
中
に
あ
る
神

経
の
通
り
道（
脊
柱
管
）が
狭

く
な
り
、神
経
が
慢
性
的
に
圧
迫
さ
れ

て
起
こ
る
病
気
で
す
。主
な
初
期
症
状

は
、脚
の
し
び
れ
や
痛
み
が
現
れ
、歩

行
が
難
し
く
な
る
こ
と
で
す
。進
行
す

る
と
排
尿
障
害
を
伴
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
病
気
は
、時
と
と
も
に
症
状
が

濱﨑 貴彦さん

　特
徴
的
な
の
は「
間
欠
跛
行

（
か
ん
け
つ
は
こ
う
）」と
い
っ

て
、歩
く
と
脚
が
し
び
れ
た
り
痛
く
な
っ

た
り
し
ま
す
が
、少
し
休
む
と
楽
に
な
る

と
い
う
症
状
で
す
。前
か
が
み
に
な
る
と

症
状
が
軽
く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。日

常
生
活
で
は
、「
買
い
物
カ
ー
ト
を
押
し

て
い
る
と
歩
き
や
す
い
」「
台
所
で
の
作

業
は
ま
っ
す
ぐ
立
っ
て
い
る
と
つ
ら
い
の

で
、肘
を
つ
い
て
前
か
が
み
で
炊
事
を
し

て
い
る
」な
ど
の
形
で
現
れ
ま
す
。

　排
尿
に
変
化（
尿
が
出
に
く
い
・
尿

漏
れ
な
ど
）が
あ
る
場
合
は
、神
経
へ
の

ダ
メ
ー
ジ
が
進
ん
で
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
サ
イ
ン
が
出
た

と
き
に
は
、で
き
る
だ
け
早
め
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

診
断
や
治
療
は
ど
の
よ
う
に

行
わ
れ
ま
す
か
？

　
大
切
な
の
は
、腰
に
負
担
を

か
け
な
い
体
の
使
い
方
を
心

が
け
る
こ
と
で
す
。重
い
荷
物
を
持
つ

と
き
は
腕
の
力
だ
け
で
な
く
、で
き
る

だ
け
体
を
物
に
近
づ
け
、膝
を
曲
げ
て

持
ち
上
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。座

る
と
き
に
は
坐
骨
を
座
面
に
対
し
て

立
て
る
よ
う
に
意
識
し
、お
な
か
に
軽

く
力
を
入
れ
、骨
盤
に
重
心
を
落
と
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
軽
い
有
酸
素
運
動（
歩
行
）や
ス
ト

レ
ッ
チ
を
継
続
す
る
の
も
効
果
的
で

す
。体
を
動
か
す
こ
と
で
血
行
を
促
進

し
、し
び
れ
の
軽
減
や
回
復
を
助
け
る

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

1314 ひろしまの国保 No. 830 ひろしまの国保 No. 830

中国労災病院
整形外科部長 脊椎・脊髄外科部長

症
状
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

第3回 腰部脊柱菅狭窄症

脊
椎

神経が通る
トンネル構造

頚椎

胸椎

腰椎

仙骨

尾骨

脊柱管

歩く しばらく
すると…

前かがみに
なると…

物を持ち上げるときは
ひざを曲げて体を物に近づける

歩き
始めると…

おさまる

少
し
ず
つ
進
行
し
て
い
く
変
性
疾
患

で
、急
に
起
こ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。よ
く
比
較
さ
れ
る
椎
間
板
ヘ
ル
ニ

ア
は
、椎
間
板
が
飛
び
出
し
て
神
経
を

〝
急
に
〞
圧
迫
す
る
こ
と
で
症
状
が

出
る
の
に
対
し
、腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症

は
時
間
を
か
け
て
進
む
点
が
大
き
く

異
な
り
ま
す
。

　
国
内
で
は
推
定
で
約
5
8
0
万
人

が
こ
の
病
気
を
抱
え
て
お
り
、有
病
率

は
約
10
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。高
齢
者

に
多
く
、高
齢
化
に
伴
っ
て
患
者
数
が

増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

「
買
い
物
に
自
分
で
行
き
た
い
」「
家
事

や
山
歩
き
が
で
き
な
く
な
っ
た
」な
ど
、

患
者
さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
生
活
を
送
り

た
い
の
か
、何
に
悩
ん
で
い
る
の
か
を

把
握
し
ま
す
。続
い
て
、「
ど
の
く
ら
い

歩
け
る
か
」「
前
か
が
み
で
楽
か
」と
い
っ

た
動
作
を
確
認
し
、間
欠
跛
行
の
有
無

予
防
の
た
め
に
、

日
常
生
活
で
で
き
る

こ
と
は
何
で
す
か
？

　
ま
た
、体
重
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
禁

煙
に
も
努
め
ま
し
ょ
う
。体
重
が
増
え

る
と
腰
に
か
か
る
負
担
が
大
き
く
な

り
、喫
煙
は
血
流
を
悪
く
し
て
神
経
の

回
復
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
は
、正
し
い
知

識
と
生
活
の
工
夫
で
十
分
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
病
気
で
す
。不
安
を
抱

え
込
ま
ず
に
、早
め
に
専
門
医
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
は

ど
の
よ
う
な

病
気
で
す
か
？

間欠跛行
かんけつ は こう

を
調
べ
ま
す
。

　
次
に
身
体
所
見
を
行
い
、筋
力
や
知

覚
、反
射
、排
尿
の
状
態
な
ど
を
確
認
し

ま
す
。続
い
て
画
像
検
査
に
進
み
、レ
ン

ト
ゲ
ン（
X
線
）で
骨
の
並
び
や
変
形
を

確
認
し
、必
要
に
応
じ
て
C
T
や
M
R
I

を
追
加
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
情
報
を
も
と
に
治
療
方
針

を
決
定
す
る
場
合
が
多
く
、腰
部
脊
柱

管
狭
窄
症
は
、経
過
を
見
な
が
ら
治
療

を
進
め
る
こ
と
が
基
本
で
す
。ま
ず
薬

物
療
法
や
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
保
存

的
治
療
を
行
い
、改
善
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
際
、患
者
さ
ん
の
具
体
的
な
生
活

の
ゴ
ー
ル
を
重
視
し
、医
師
と
共
有
し

て
治
療
の
評
価
軸
と
し
ま
す
。手
術
の

判
断
も
、患
者
さ
ん
の
事
情
に
合
わ
せ

て
柔
軟
に
対
応
し
ま
す
。

　
診
断
は
、ま
ず
問
診
か
ら
始

め
ま
す
。痛
み
の
強
さ
や
出
始

め
た
時
期
だ
け
で
な
く
、日
常
生
活
や

仕
事
な
ど
の
生
活
背
景
を
丁
寧
に
伺
い

ま
す
。例
え
ば「
畑
仕
事
を
続
け
た
い
」



1
筆の歴史や文化を学べるミュージアム。筆
づくり実演のほか、筆で描いたアートや工
芸を展覧会で紹介しています。書筆や画
筆、化粧筆など約1,500種類の販売も。

筆の里工房

2
大正期の造り酒屋を改築した風情ある
建物に、筆づくり産業・農具・暮らし道
具・童謡作曲家の遺品などを展示。郷
土の歴史が身近に感じられます。

熊野町郷土館

3
熊野町では「筆豆」と呼ぶ黒豆を包んだ
こしあんを、パイとアーモンド生地で重
ねた「くまやき」は、お土産にぴったりの
和風パイです。

コペック洋菓子店

4

082-854-0216（熊野町商工会）問

筆の里工房の建物に隣接する屋外
ギャラリー。大池の周りに、毎年の「筆
まつり」で披露された書作品を刻んだ
石碑が並び、季節ごとの景色を楽しみ
ながら鑑賞できます。

水辺のギャラリー 書の石碑

5
観光情報や筆づくり体験の案内、作品
展示を行い、熊野筆の魅力に気軽に
触れられる総合的な観光拠点です。

熊野町観光案内所「筆の駅」

　
熊
野
町
は
、世
界
に
知
ら
れ
る「
筆

の
都
」で
す
。江
戸
時
代
後
期
に
筆
づ

く
り
が
広
ま
り
、明
治
以
降
は
需
要

の
増
加
と
と
も
に
産
地
と
し
て
発
展

し
ま
し
た
。原
毛
の
選
別
か
ら
仕
上

げ
ま
で
数
多
く
の
工
程
を
手
作
業
で

進
め
る
伝
統
は
今
も
受
け
継
が
れ
、

書
道
用
か
ら
化
粧
用
ま
で
幅
広
い
熊

野
筆
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
は
、「
筆
の
里
工
房
」か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。熊
野
筆
を
学
べ
る

拠
点
で
、展
示
や
資
料
で
産
地
の
歩

み
を
知
る
こ
と
が
で
き
、職
人
の
実

演
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
作
業
の

細
や
か
さ
を
体
感
で
き
ま
す
。

　
町
歩
き
を
し
っ
か
り
楽
し
み
た
い

人
に
は
、役
場
や
観
光
案
内
所
な
ど

で
無
料
配
布
し
て
い
る「
熊
野
町
グ
ル

メ
ガ
イ
ド
」が
便
利
で
す
。飲
食
店
を

中
心
に
、熊
野
町
な
ら
で
は
の
体
験

ス
ポ
ッ
ト
や
名
所
な
ど
も
紹
介
し
て

い
ま
す
。

手
仕
事
が
息
づ
く
筆
の
産
地

9：30～17：00（入館は16：30まで）
月曜（祝日の場合は翌平日）、年末年始
082-855-3010

営
休 
問

8：30～19：00（日祝は18：00まで）
水曜
082-854-5445

営
休 
問

土日曜、祝日の10：00～16：00
082-855-2559

営
問

10：00～16：00
水曜（祝日の場合は営業）、第3日曜、
年末年始、盆 ※臨時休館あり
082-855-1123

営
休 

問

伝統と技が息づく
「筆の都コース」

距離：約4.5km　所要時間：約1時間20分
筆の都コース

トイレ お土産 パーキング
※コースタイムには若干の休憩時間も含まれています。
※歩行の際はお車にご注意ください。

第3 回  熊野町

歩いて発見
！

スタート

1 筆の里工房

4

水辺の
ギャラリー
書の石碑

2熊野町郷土館

3

コペック
洋菓子店

榊山神社
933年創建。1724年に再建され
た本殿は町の重要文化財に指定さ
れ、流造りと桃山文化の装飾が調
和しています。

筆塚
筆を大切に思う気持
ちと、筆の毛となってく
れる動物の霊に感謝
を込めています。

一休園
熊野筆や胎毛筆・化粧筆を手掛
け、製造工程の見学も可能（要予
約）。大きな筆の看板が目印です。

おか半総本店
鮮魚や会席を味わえる老舗和
食処。平日限定のランチ「穴子せ
いろ御膳」が人気です。

熊野町のお好み焼き店「鏡」が
発祥のご当地お好み焼きです。
生地に山芋・卵・納豆を練り込
み、ふわっとした食感とトロトロ
感が特長。ポン酢でさっぱり食
べられます。

ふわふわ納豆焼き

まち自慢

広域 MAP

筆の都コース5

熊野町観光案内所
「筆の駅」

山陽新幹線
34

174
34

熊野中学校

熊野中溝
簡易郵便局

中央ふれあい公園

ファミリーマート

お好み焼き 鏡

もみじ銀行

今号の表紙スポット

理学療法士 本庄 心さん理学療法士 本庄 心さん

運動
しよう！

かかとの
上下運動

第 3 回

ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
力
を
維

持
す
る
こ
と
で
血
流
が
促

進
さ
れ
、む
く
み
や
冷
え
の

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※無理のない範囲で行いましょう。
※痛みがある場合は控えましょう。

医療法人 光臨会
荒木脳神経外科病院

10回    3セット

椅子やテーブルに手を添え、
安定した姿勢で行う。かかと
を高く持ち上げてつま先立ち
になり、ゆっくり下ろす。

ひざと内ももは軽く
閉じた状態をキープ

20回    3セット
座位バージョン

椅子に座った状態で、
両足のかかとを上げ
てゆっくり下ろす。

POINT

1516 ひろしまの国保 No. 830 ひろしまの国保 No. 830

ゴール
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筆の歴史や文化を学べるミュージアム。筆
づくり実演のほか、筆で描いたアートや工
芸を展覧会で紹介しています。書筆や画
筆、化粧筆など約1,500種類の販売も。

筆の里工房

2
大正期の造り酒屋を改築した風情ある
建物に、筆づくり産業・農具・暮らし道
具・童謡作曲家の遺品などを展示。郷
土の歴史が身近に感じられます。

熊野町郷土館

3
熊野町では「筆豆」と呼ぶ黒豆を包んだ
こしあんを、パイとアーモンド生地で重
ねた「くまやき」は、お土産にぴったりの
和風パイです。

コペック洋菓子店

4

082-854-0216（熊野町商工会）問

筆の里工房の建物に隣接する屋外
ギャラリー。大池の周りに、毎年の「筆
まつり」で披露された書作品を刻んだ
石碑が並び、季節ごとの景色を楽しみ
ながら鑑賞できます。

水辺のギャラリー 書の石碑
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観光情報や筆づくり体験の案内、作品
展示を行い、熊野筆の魅力に気軽に
触れられる総合的な観光拠点です。

熊野町観光案内所「筆の駅」

　
熊
野
町
は
、世
界
に
知
ら
れ
る「
筆

の
都
」で
す
。江
戸
時
代
後
期
に
筆
づ

く
り
が
広
ま
り
、明
治
以
降
は
需
要

の
増
加
と
と
も
に
産
地
と
し
て
発
展

し
ま
し
た
。原
毛
の
選
別
か
ら
仕
上

げ
ま
で
数
多
く
の
工
程
を
手
作
業
で

進
め
る
伝
統
は
今
も
受
け
継
が
れ
、

書
道
用
か
ら
化
粧
用
ま
で
幅
広
い
熊

野
筆
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
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今
回
ご
紹
介
す
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
は
、「
筆
の
里
工
房
」か
ら
ス

タ
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ト
し
ま
す
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野
筆
を
学
べ
る

拠
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で
、展
示
や
資
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で
産
地
の
歩

み
を
知
る
こ
と
が
で
き
、職
人
の
実

演
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
作
業
の

細
や
か
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を
体
感
で
き
ま
す
。

　
町
歩
き
を
し
っ
か
り
楽
し
み
た
い

人
に
は
、役
場
や
観
光
案
内
所
な
ど

で
無
料
配
布
し
て
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る「
熊
野
町
グ
ル

メ
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イ
ド
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便
利
で
す
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食
店
を

中
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野
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ら
で
は
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体
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ス
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ト
や
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所
な
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も
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介
し
て

い
ま
す
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ちと、筆の毛となってく
れる動物の霊に感謝
を込めています。

一休園
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「筆の駅」

山陽新幹線
34

174
34

熊野中学校

熊野中溝
簡易郵便局

中央ふれあい公園

ファミリーマート

お好み焼き 鏡

もみじ銀行

今号の表紙スポット

理学療法士 本庄 心さん理学療法士 本庄 心さん

運動
しよう！

かかとの
上下運動

第 3 回

ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
力
を
維

持
す
る
こ
と
で
血
流
が
促

進
さ
れ
、む
く
み
や
冷
え
の

予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

※無理のない範囲で行いましょう。
※痛みがある場合は控えましょう。

医療法人 光臨会
荒木脳神経外科病院

10回    3セット

椅子やテーブルに手を添え、
安定した姿勢で行う。かかと
を高く持ち上げてつま先立ち
になり、ゆっくり下ろす。

ひざと内ももは軽く
閉じた状態をキープ

20回    3セット
座位バージョン

椅子に座った状態で、
両足のかかとを上げ
てゆっくり下ろす。

POINT

1516 ひろしまの国保 No. 830 ひろしまの国保 No. 830

ゴール



17ひろしまの国保 No. 830

実施状況 〈令和7年9月16日～令和7年12月15日〉

国保診療報酬審査委員会・合議
【広島県在宅保健福祉活動者の会】第4回理事会
【広島県市町村保健活動協議会】第2回理事会、
第4回保健師部会役員会、第4回栄養士部会役員会
柔道整復療養費審査委員会・合議
【広島県保険者協議会】第3回専門部会（ウェブ開催）
糖尿病性腎症重症化予防事業に係る担当者会議（ウェブ開催）
【広島県国保診療施設協議会】総務企画委員会（ウェブ開催）
介護給付費等審査委員会・合議
第三者行為求償事務ブロック別意見交換会（ウェブ開催）
【広島県在宅保健福祉活動者の会】第2回研修会
【広島県国保診療施設協議会】第3回看護管理者研修会及び事務研修会（ウェブ開催）
【広島県保険者協議会】第3回協議会（ウェブ開催）
国保診療報酬審査委員会・合議
【広島県国保診療施設協議会】理事会（書面開催）
介護サービス苦情処理委員会
柔道整復療養費審査委員会・合議
【広島県国保診療施設協議会】介護保険制度及び
看護・介護・地域リハビリテーション合同研修会
介護給付費等審査委員会・合議
【広島県市町村保健活動協議会】第3回理事会、第5回保健師部会役員会、
第5回栄養士部会役員会
【広島県国保診療施設協議会】通常総会（ウェブ開催）
【広島県国保診療施設協議会】医師等確保対策研究協議会（ウェブ開催）
第5回保健事業支援・評価委員会（ウェブ開催）
【広島県国保診療施設協議会】第2回地域医療・学術部会、
施設運営部会合同部会（ウェブ開催）
柔道整復療養費審査委員会・合議
国保診療報酬審査委員会・合議
介護給付費等審査委員会・合議

国保会館
国保会館

国保会館

国保会館
̶
̶
̶

国保会館
̶
福山市
̶
̶

国保会館
̶

国保会館
国保会館

国保会館

国保会館

国保会館

̶
̶
̶

̶

国保会館
国保会館
国保会館

  9月16日（火）

  9月18日（木）

  9月19日（金）

  9月24日（水）

  9月25日（木）

  9月29日（月）

10月  7日（火）

10月  8日（水）

10月10日（金）

10月22日（水）

10月24日（金）

10月28日（火）

10月29日（水）

10月30日（木）

10月31日（金）

11月  5日（水）

11月5日（水）～7日（金）

国保会館

̶

国保会館

̶

国保会館

国保会館

福山市

̶

国保会館

̶

̶

国保会館

国保会館

三次市

̶

世羅町

̶

̶

̶

国保会館

11月10日（月）

11月11日（火）

11月12日（水）

11月13日（木）～14日（金）

11月14日（金）

11月18日（火）

11月21日（金）

11月25日（火）

11月25日（火）～27日（木）

11月27日（木）

12月  1日（月）

12月  2日（火）

12月  3日（水）

12月  4日（木）

12月  8日（月）

12月  9日（火）

国保会館

̶

国保会館

国保会館

高知県

東京都

国保会館

̶

国保会館

国保会館

国保会館

̶

̶

国保会館

̶

国保会館

̶

̶

̶

国保会館

1月17日（土）～21日（水）
1月19日（月）

1月20日（火）

1月22日（木）
1月23日（金）

1月26日（月）

1月下旬
2月  3日（火）
2月  4日（水）
2月10日（火）
2月14日（土）～18日（水）
2月中旬
2月18日（水）
2月19日（木）

2月21日（土）

2月24日（火）

3月
  
2日（月）

3月
  
3日（火）

3月中旬

3月19日（木）
3月19日（木）～23日（月）
3月25日（水）

国保連合会の主な行事予定 令和8年 1~3月

健康づくりポスター選考委員会

ケアプラン点検支援事業（大崎上島町）（ウェブ開催）

【広島県国保診療施設協議会】看護師研修会

ケアプラン点検支援事業（大竹市）（ウェブ開催）

【広島県保険者協議会】保健・医療・予防等に関する
研修会【糖尿病性腎症の重症化予防】

介護サービス苦情処理委員会（ハイブリッド開催）

市町等苦情処理ブロック別連絡会議（東部・福山支所）

広島県国保保険料（税）収納対策検討委員会（ウェブ開催）

【広島県保険者協議会】データヘルスに関する研修会【実践編】

ケアプラン点検支援事業（北広島町）（ウェブ開催）

ケアプラン点検支援事業（熊野町）（ウェブ開催）

高齢者の保健事業と介護予防の一体的な実施に係る
担当者研修会

【広島県在宅保健福祉活動者の会】
第2回地区活動推進専門部会研修会

市町等苦情処理ブロック別連絡会議（北部）

ケアプラン点検支援事業（坂町）（ウェブ開催）

保健事業相談支援

【広島県国保診療施設協議会】介護保険制度部会、看護・
介護・地域リハビリテーション部会合同部会（ウェブ開催）

ケアプラン点検支援事業（府中市）（ウェブ開催）

ケアプラン点検支援事業（神石高原町）（ウェブ開催）

徴収職員専門研修「徴収担当者のための民法」録画配信期間未定

【広島県市町村保健活動協議会】第2回保健師部会
研修会（ハイブリッド開催）、第3回保健師部会役員会

ケアプラン点検支援事業（東広島市）（ウェブ開催）

【広島県保険者協議会】特定健診・特定保健指導に
関する人材育成研修会【技術編】　

介護サービス苦情処理委員会（ハイブリッド開催）

介護給付適正化中国・四国ブロック研修会

国保制度改善強化全国大会

第2回事前補助監査

【広島県国保診療施設協議会】第2回看護管理者研修会（ウェブ開催）

【広島県市町村保健活動協議会】第2回栄養士部会
研修会、第3回栄養士部会役員会

【広島県在宅保健福祉活動者の会】第3回理事会

市町等苦情処理ブロック別連絡会議（広島）

ケアプラン点検支援事業（大崎上島町）（ウェブ開催）

第2回監事会

第4回保健事業支援・評価委員会

ケアプラン点検支援事業（竹原市）（ウェブ開催）

【広島県国保診療施設協議会】国保診療施設長等研修会

【広島県保険者協議会】第2回専門部会（ウェブ開催）

【広島県保険者協議会】保健・医療・予防等に関する
研修会【歯周疾患・生活習慣病の関連性】（ウェブ開催）

ケアプラン点検支援事業（三次市）（ウェブ開催）

第2回国保担当課長会議



　新年あけましておめでとうございます。
　寒い日が続いていますが、皆さま体調を崩されてはいませんか。
　私は、朝まず暖房を入れるために起き上がり、ボタンを押してまた布団に戻る日々を送っています。暖
房を入れた数分後には身支度を始めるのですが、ものの数分のぽかぽかお布団時間が私にとっては冬
の1日を始めるためのスイッチになっているようです。たまに猫が布団に侵入してきて一緒に温まるので
すが、そうなると私も完全にスイッチオフ。後ろ髪を引かれます。気合いの起床です。
　そんな日常もありつつ、冬は年中行事がめじろ押しですね。クリスマスまでは街で流れる華やかな歌
を機嫌よく口ずさんでいるのですが、12月26日になると突然やってくる年の瀬に、もう今年が終わってし
まうと焦燥感が募ります。今年はどんな1年だっただろうか、来年はどんな1年になるだろうか、何をしよ
うか。環境の変化は3月から4月にかけての方が大きいはずなのに、新しく1月1日を迎えるにあたって、背
筋を正そうとしている自分がいることに、ソワソワする心から気付かされます。
　2025年から2026年にかけては、休日と年末・お正月が続き、お休みが長かった方も多いのではない
でしょうか。私と同じようにどこか浮足立って年を越された方も、晴れやかな気持ちでお正月を迎えられ
た方も、普段どおりに過ごされている方もいらっしゃると思いますが、皆さまが健康にあたたかい冬を過
ごされていることを祈っています。
　本年も有益な情報をお届けできるよう努めてまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。（や）

内貴徹 さん

西山雅仁 さん

木原善行 さん

土谷治子 さん

住田佳子 さん

神原菜穂子 さん

出原孝枝 さん

岩﨑真実 さん

濱﨑貴彦 さん

本庄心 さん

自治組織 you愛sunこうち 事務局長・文化教育部長

自治組織 you愛sunこうち 副会長・体育健康部長

自治組織 you愛sunこうち 副会長・安全対策部長

広島県医師会 常任理事

広島県教育委員会 事務局 義務教育指導課 指導主事

広島県立教育センター 企画部 指導主事

広島県健康福祉局 健康づくり推進課 主査

広島県市町村保健活動協議会 理事

中国労災病院 整形外科部長 脊椎・脊髄外科部長

熊野町 総務部 産業観光課

医療法人光臨会 荒木脳神経外科病院 理学療法士

太陽のように明るい地域を
住民の輪で紡いでいく

Special Thanks
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自治組織 you愛sunこうち（東広島市）

神経圧迫で起こる脚の痛み

新年のご挨拶
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11

国保連合会事業報告①
令和7年度健康づくりポスター選考委員会／入賞作品発表

国保連合会事業報告②
国保制度改善強化全国大会

12 保健事業課からのお知らせ
広島県国保 令和6年度特定健診受診率の状況

今月号の取材にご協力いただいた方および関係機関（順不同）

Special Thanks

国保連合会の主な行事予定
令和8年 1～3月
実施状況
令和７年9月16日～令和７年12月15日

歩いて発見！わくわくWalk

第3回 腰部脊柱菅狭窄症

第3回 熊野町

みんなの健康相談室

17

18

15

13

伝統と技が息づく
「筆の都コース」

ご協力ありがとうございました。
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「筆の里工房」は、筆の歴史や職
人技を紹介するミュージアム。筆
づくりの原点やものづくりの魅力
に出合える場所です。

熊野町

今月の表紙  

バックナンバーも
ご覧になれます

編集後記

C o n t e n t s

広島県国民健康保険団体連合会　理事長 髙垣廣德
年頭のご挨拶3 国民健康保険中央会　会長 大西秀人




